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17番  松野 清春   議 員 

 

 

１ 簡易水道・集落水道について 

 

（１）鹿屋市における簡易水道・集落水道の現状はどのようになっているのか。 

 

（２）簡易水道・集落水道の問題点・課題は何か。 

 

（３）地域の高齢化が進み、簡易水道・集落水道の維持・管理が大変困難になってい

る。今後どのように考えているのか。 

 

（４）水道法第 34条に定められている検査はどの程度行われているのか。 

 

（５）地震や風水害など自然災害が多発しているが、簡易水道・集落水道で災害が発生

した場合、どのような対応を考えているのか。 

 

（６）今後、市水道の延長・延伸は考えられないか。これらを考えるとき、大きな問題

は何か。 

 

（７）近隣の自治体では簡易水道・集落水道に対して補助制度があるが、鹿屋市として

はどのような補助制度を考えているのか。 
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２ 選挙の在り方について 

 

（１）鹿屋市では地域での投票率に大きな差異が生じているが、この問題をどのように

考えているか。 

 

（２）地域による投票率の差の原因・背景は何か。 

 

（３）投票率を高めるために、投票所から遠く、ある程度人口密集した地域での移動投

票は考えられないか。 

 

（４）今回の市議選では結果が出るまでの時間が短かったが、その要因は何か。 

 

（５）今後とも開票時間にかかる時間短縮のために、電子投票を導入する考えはない

か。 

 

（６）今年は市長選挙、衆議院選挙、市議選と選挙が続いたが、各々選挙費用はどのく

らいを要したのか。 

 

（７）選挙管理委員会として、今後改善策として考えていることは何かあるのか。 

 

 

３ 耐震シェルター、感震ブレーカーについて 

 

（１）感震ブレーカーの設置が言われているが、鹿屋市として積極的に啓もうしていく

考えはないか。 

 

（２）耐震シェルターの地産地消、つまり市内で製作し、販売・設置したいとの声があ

るが、どのように考えるか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


